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令和２年度指導行政の重点・取組事項

本県教育の目標を達成するために「沖縄県教育振興基本計画」並びに「学校教育における指導の努力点」・
「学力向上主要施策『学力向上推進プロジェクト』」等に基づき、令和２年度における管内教育行政の重点・
取組事項を次の通り定め、これを推進し教育の充実に努める。

目指す子ども像

○生きて働く質の高い知識・技能を習得する子
○学んだことを活用し、お互いの気づきを大切にしながら試行錯誤する子
○自他を認め、自己の生き方を探求し、粘り強く挑戦し続ける子
○実社会の一員として郷土に誇りを持ち、持続可能な社会の創り手となる子

方 針

◎ ｢問いが生まれる授業サポートガイド｣等を活用し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を
推進し資質・能力を育む

◎ 全教職員が参加してカリキュラム・マネジメントを推進し、教科横断的な視点で資質・能力を育む

◎ 学力向上推進５か年プラン・プロジェクトⅡ浸透を図り、キャリア教育の視点を重視して資質・能力を育む
◎ 各種研修やＯＪＴの充実を図り、一人一人が教職員育成指標に示されたキャリアステージに応じた資質・

能力を育む

取組事項
＜総 務 班＞

１ 市町村教育委員会との連絡、提携の緊密化
○市町村教育委員会との連絡会議の開催 Ｈ３１ ２回 → Ｒ２ ２回

２ 事務の合理化と適確迅速な処理
○公文書のペーパーレス化

３ 学校事務職員の資質の向上
○学校事務職員研修 Ｈ３１ １２回 → Ｒ２ １２回
実務能力等の向上及び学校経営目標の実現並びに教育活動の充実のための支援を行う。
【令和２年度予定】全体２回、キャリア別３回（事務主幹・事務主査、主任、事務主事）、新採・林任

等５回、ＩＣＴ１回、諸手当認定１回
○学校事務職員共同実施及び未導入市町村立小中学校への支援

Ｈ３１ ８市町村 → Ｒ２ ８市町村
令和元年８月に１村が新たに加わり管内１１市町村中８市町村で共同実施が行われている。当該各市
町村には共同学校事務室が設置され、県から諸手当認定権が移譲されている。同事務室の円滑な運営
に資するため、運営協議会の開催及び同事務室を訪問する。共同実施未導入離島３村へは、共同実施
導入及び諸手当認定権移譲を推進するとともに、業務支援として学校訪問を行う。
【令和２年度予定】（運営協議会）事務長会４回、事務長補佐会４回

（支援訪問）共同学校事務室５室、未導入１村分
４ 教職員人事の適正配置と円滑な交流
○管理職及び教員等の選考試験、定期人事異動等における円滑な配置及び他地区との交流の促進

　５ 教職員評価に係る研修の充実
○教職員評価システム評価者研修の実施
研修Ⅰ Ｈ３１ ２回（校長、教頭） → Ｒ２ ２回（校長、教頭）
研修Ⅱ（新任管理職） Ｈ３１ １回（教頭） → Ｒ２ ２回（校長、教頭）

　６ 服務規律に係る研修の充実
○コンプライアンス研修の実施
コンプライアンス研修 Ｈ３１ ８回 → Ｒ２ ８回

７ 学校現場における業務改善の推進
○国頭地区教職員業務改善推進担当者会議 Ｈ３１ ２回 → Ｒ２ ２回
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＜指 導 班＞

第１章 幼稚園における指導の取組事項

１ 幼稚園教育の基本の重視
(1)幼児一人一人が安定した園生活を送ることがでるよう、教師相互の共通理解のもと、教師と幼児の信
頼関係、幼児同士の好ましい人間関係づくりに努めるとともに、幼児が互いに関わりを深め、共同し
て遊ぶことができるように適切な援助を行う。

(2)遊びの中で幼児が発達していく姿を様々な側面から捉え、幼稚園教育のねらいが総合的に実現するよ
うに、遊びの展開に留意し適切な指導を行う。

(3)教師の目の前に現れる幼児の姿は教師との関わりの下、現れてきている姿と基本姿勢をもち、幼児一
人一人に応じたより適切な関わりができるようにする。

(4)生きる力の基礎となる資質・能力である「知識及び技能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の基礎」
「学びに向かう力、人間性等」を幼稚園の活動全体によって育むよう留意し、「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」を考慮して指導を行う。

２ 教育課程の効果的な推進
(1)教育課程の実施に当たっては、幼児一人一人の発達の段階にふさわしい生活が展開されるように、「幼
児期までに育ってほしい姿」を踏まえて行い、各幼稚園や地域の実態に応じた、特色ある教育課程を
編成する。

(2)教育活動全体を通して幼児期のキャリア教育の充実を図り、幼児一人一人が安心して自己発揮する中
で、自分のよさに気付き、好きなことや得意なことを増やし、様々な活動に意欲と自信をもって取り
組む姿勢を育むように指導計画を作成するとともに、幼児の発達や指導過程については保育記録の充
実させ、指導法の工夫改善及び指導計画の見直しを図る。

(3)園長の方針の下、幼稚園の実態に応じた重点目標の設定と教育課程の編成を行い、その重点目標を達
成するために必要な取組や指標等を評価項目として、自己評価・学校関係者評価の実施・公表等を行
う。

(4)全職員の協力体制の下、教育課程に基づき教育活動の質の向上を図るカリキュラム・マネジメントを
組織的かつ計画的に実施しながら、それを学校評価に生かすことで、保護者や地域の幼児期の教育に
関する理解が深まるようにする。

３ 幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続
(1)公立幼稚園が結節点となり、私立幼稚園、保育所、認定こども園等の就学前教育施設間の連携を図る
とともに、小学校との連携体制を構築し、幼児教育と小学校教育の円滑な接続をめざす「沖縄型幼児
教育」を推進する。

(2)幼稚園教育において育まれた資質・能力を踏まえて小学校教育が展開できるよう、アプローチカリキ
ュラムやスタートカリキュラムを編成・実施することなどを通じて、幼稚園教育と小学校教育との円
滑な接続が図られるようにする。

(3)発達段階に応じた教育・保育内容やそれぞれの施設がもつ役割などを共通理解し、発達の連続性を確
保し、質の高い幼児期の教育・保育の保障を図る。

(4)保幼こ小連絡協議会を設置し、保幼こ小合同研修会や幼児・児童の交流活動等を通して互いの教育に
対する理解を深め、接続カリキュラムや保幼こ小連携年間計画を作成する。

４ 園内研修の充実
(1)実践事例研究や保育実践記録（ドキュメンテーション、エピソード記録等）の活用、教育課程研究協
議会や各種研修会等の研修成果を園内研修で共通理解するとともに、効果的な研修となるよう工夫し、
実践を共有化する。

(2)保育実践においては、保育記録を基に教師間で日常的な情報交換を行うとともに、保育カンファレ
ンス等を通して幼児理解を深める。

(3)単学級や少人数の幼稚園においては、近隣の幼稚園との合同研修等を行う。

５ 子育ての支援体制の充実
(1)｢教育課程に係る教育の時間終了後に行う教育活動｣については、幼児の生活全体が豊かなものとなる
ように、家庭や地域における幼児期の教育の支援に努め、市町村教育行政及び保護者との密接な連携
を図る。

(2)幼稚園が地域における「幼児期の教育センター」として役割を果たすよう、園内の体制を整備すると
ともに、関係機関と連携しながら地域の実態に応じた子育て支援を行う。

(3)身近な地域への親しみや興味・関心を高めるため、地域の行事や伝統芸能、文化財等、文化的活動へ
の関わらせ方を工夫するとともに、伝承遊びなどの活動を推進する。
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◇国頭地区フロンティアプラン推進状況調査（R1.12月調査）
ア アプローチカリキュラムやスタートカリキュラムを編成・実施し幼稚園と小学校の円滑な接続を
図っている。 94．4％

イ 年間計画に基づき、「園内研修」や近隣の幼稚園との合同研修等を計画的に実施し、教師の資質
向上を図っている。 86．1％

◇小学校におけるスタートカリキュラムの編成に係る調査（R1.12月調査）
ア 「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿（10の姿）を知っていますか。 57.8％

※文部科学省幼稚園教育理解推進事業
園長等運営管理協議会 令和元年9月18日実施

第２章 小学校・中学校における指導の取組事項
Ⅰ 確かな学力の向上
１ 教育課程の効果的な推進

(1) 教育課程編成の原則を踏まえる
①基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解決するために必要な思考
力、判断力、表現力、その他の能力が育まれるような教育の充実に努める。

②児童生徒の発達段階を考慮して、言語活動を充実するとともに、家庭との連携を図りながら学習習慣の確立
に努める。

③教育課程に基づき、組織的・計画的に教育活動の質の向上を図るため、全校体制で各学校の特色を活かし
たカリキュラムマネジメントに努める。

(2) 教育課程編成・実施に係る指導計画（学校経営計画書・各教科等年間指導計画）の充実を図る
①週案を活用した適切な授業等の運営・管理をし、教育課程の「量」と「質」の完全確保に努める。
②新学習指導要領の趣旨を踏まえ、その完全実施に向けた教育課程の編成・実施に努める。

(3) 教育課程の評価・改善の充実を図る
①ＰＤＣＡサイクルに基づく教育課程の実施状況等の自己点検・自己評価を実施し、常に教育課程の改善と
充実に努める。

２ 学習指導の工夫・改善・充実
(1) 指導体制の改善・充実を図る
① 「わかる授業」を構築するためには、教師一人一人の教材理解と児童生徒の実態に応じた効果的な
指導方法について日常的な研修が必要となる。そのためには、教師が主体的に研究や研修に参画し、
授業力の向上を図るとともに研修成果の共有化と波及させることができる研修システムを構築する。

② 校内研究の充実を図るため、指導案の作成や授業研究等を学年会、教科部会及び学校全体で行い、
日常的に授業づくり等について広く意見交換を行うなど、より効果的な指導が行える体制を構築する。

③ 授業改善の支援に当たっては、校長、教頭が授業観察し、フィードバックを徹底することで、教師
の授業力向上を支援する。

④ 指導の効果性を高めるため、外部の専門家等の地域教育資源を活用し、授業への参加・協力を得る
ことなどの工夫を行う。

⑤「授業改善リーダー」や「授業改善推進教師（アドバイザー）」等の配置校においては、効果的な活
用を図り、校内の授業改善を推進しつつ、成果を発信することに努める。

⑥育成をめざす資質・能力が教育活動全体で図られるよう、「学力向上推進学校デザインシート」や「学
力向上推進フォーカスシート」の活用を通して自校の取組みの重点を共有し、PDCA マネジメント
サイクルに基づき全校体制による取組を推進する。

⑦児童生徒の家庭における学習時間を確保するため、小学校でのスポーツ少年団や、中学校の部活動
の活動時間の適正化、毎月第三日曜日の「家庭の日」に加え、小学校は平日２日以上と土・日曜日
いずれか1日、中学校は平日1日と土・日曜日のいずれか１日を休養日とする取組を推進する。

⑨ 学力向上Webシステムを有効活用し、子どもの学びを検証し、補充して、保障する。
(2) 指導方法の改善・充実を図る
① キャリア教育の視点を踏まえて、学校、家庭、社会との連携を円滑にし、夢や希望を持たせる取組
を行い、児童生徒に「学ぶ意義」を実感させ、主体的に学習に取り組む態度の育成を図る。

②『学力向上推進５か年プラン・プロジェクトⅡ』『「問い」が生まれる授業サポートガイド』や｢授業
における基本事項｣を活用し、「各教科等の特質に応じた見方・考え方」を働かせながら「主体的・
対話的で深い学び」に向けた授業改善を図る。
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③ 児童生徒に基礎的・基本的な知識・技能を習得させ、活用する力を育成するために、授業と連動さ
せた宿題の与え方等を工夫するなど、児童生徒の主体的な態度を育成する。

④ 児童生徒の思考力、判断力、表現力等を育む観点から、言語に関する能力の育成を図る上で必要な
「言語活動の充実」を各教科等で取り入れる。

⑤ 予想や見通しを立てたり、実際に確かめたり、比較・分類したり、考察したりするなどの問題解決
的な学習や表現したり、活動を振り返ったりするなどの活動を工夫する。

⑥「全国学力・学習状況調査」や「学力定着状況調査」「県学力到達度調査」の分析結果と、各校の年
間指導計画の編成に生かしつつ、日常の授業に反映させる。特に、思考力・判断力・表現力の育成
のため、各種調査・資料を活用した授業づくりの取組を推進する。

⑦「めあて」と正対した「まとめ・振り返り」、「１単位で完結する授業の徹底」「児童の思考を促す発
問」などの日常からの授業改善を図るために、具体的な取組の工夫を行う。

⑧基礎的・基本的な知識・技能習得のためのスパイラルな指導の充実を図るとともに、家庭での学習
方法等を具体例を挙げながら指導する。

※令和元年度要請訪問まとめより（訪問した指導主事による評価）
◎よい ○まあよい △あまりよくない ×よくない (％） ()は前年比

◇１ 支持的風土・学習環境
□互いに認め合い、支え合う風土の醸成
□学習環境(学習規律、言語環境、教室環境)
の充実

◇２ タイムマネジメント
□授業開始・終了時刻の徹底
□簡潔な説明と的確な指示

◇３ めあて・まとめ・ふり返り【H31 重点事項】

□身に付けさせたい力を踏まえた「めあての設
定･提示
□「めあて」に正対した「まとめ」「振り返
り」

◇４ 発 問
□学習のねらいに迫る意図的・計画的な発問
□思考を広げ、深める発問の工夫

◇５ 思考・判断・表現
□課題について自分自身の考えをもつ時間の
確保

□学習のねらい達成に向けた交流場面の設定

◇６ 評 価
□授業の展開に生かす評価
（児童生徒の学習状況の見取り）
□評価基準に基づく評価場面の設定と確実な
評価の実施

◇７ 板書・ノート・教具
□思考を整理し考えを深める構造的な板書・
ノート指導

□教具・ICT機器の効果的な活用

(3)目標と指導と評価の一体化を図る
① 観点別評価規準を明確にした上で、評価方法や評価時期を工夫した単元指導計画を作成し、目標と
指導と評価の一体化（令和２年度授業における基本事項重点項目：「評価・改善」）による授業改善
に取り組む。

② 目標に準拠した評価及び個人内評価を充実させるため、単元計画に基づいた評価場面を適切に設定
し、客観的な評価に努めるとともに、児童生徒の学びの状況を見取り、認め・励ます等の自己評価
・個人内評価を適切に取り入れる。

③ 学習評価について理解を図るため、保護者や児童生徒に向けて、年度や学期の始め等に説明する機
会を設ける。

◎ ◯ △ ×

小学校 ７０（６０） ２６（３５） ５（４） ０（１）

中学校 ５４（４７） ３４（３９） １１（１３） ２（１）

◎ ◯ △ ×

小学校 ２６（１７） ５４（６２） １７（１９） ３（２）

中学校 １３（１０） ５２（５６） ３１（３２） ３（２）

◎ ◯ △ ×

小学校 ２１（１７） ５５（４４） ２２（３５） １（４）

中学校 １０（１２） ４８（３７） ３６（４２） ６（９）

◎ ◯ △ ×

小学校 １８（１２） ４５（４７） ３５（３９） ３（２）

中学校 １１（８） ３５（４２） ４９（４６） ６（４）

◎ ◯ △ ×

小学校 ２１（２０） ４０（３９） ３５（４０） ４（１）

中学校 １９（１５） ２７（３６） ５０（４３） ５（６）

◎ ◯ △ ×

小学校 ８（１３） ６０（４５） ２９（３６） ４（６）

中学校 ５（５） ４５（４４） ４２（４４） ８（７）

◎ ◯ △ ×

小学校 １６（２３） ６４（５３） １８（１９） １（５）

中学校 ８（１１） ５６（５９） ３１（２４） ４（６）
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③ 国立教育政策研究所『指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料（小学校・中学校）』
『評価規準の作成のための参考資料』や『評価方法等の工夫改善のための参考資料』を学習評価を
進める際の参考として役立て、評価方法等の工夫改善を図り、観点別学習状況の評価を適切に行う。
その評価を指導に生かす点に留意する。

(4) 『学力向上推進５か年プラン・プロジェクトⅡ学びの質を高める５つの方策』『「問い」が生まれる授
業サポートガイド』の推進を図る。

① 方策１ 日常化する【質的授業改善】
② 方策２ そろえる【組織的な共通実践】
③ 方策３ 支える【発達の支援】
④ 方策４ 見通す【学校組織マネジメント】
⑤ 方策５ つなぐ【学校連携・地域連携】

３ 国際理解教育・外国語教育の推進
(1) 学校の教育活動全体を通じて国際理解教育の推進を図る
① 各教科等の目標や内容との関連を踏まえた全体計画を作成し、学校の教育活動全体を通じて国際
理解教育に取り組む。

(2) 小学校における外国語活動と外国語の充実を図る
① 外国語活動や外国語の授業は、学級担任や小学校英語専科指導教員、外国語活動担当教諭が行い、
外国人指導助手（ALT）等を活用したティームティーチング等、指導方法を工夫する。

② 小学校高学年の教科としての外国語を充実させコミュニケーションを図る基礎となる資質・能力
を育成する。

③ 担任または小学校英語専科指導教員が中心となり外国語活動や外国語科の指導が展開できるよう
に、指導方法の研究や教材作成等に係る校内研修を行う。

(3) 小学校の活動を踏まえた中学校における英語教育の充実を図る
① 小学校外国語活動や外国語科の内容及び方法について理解するとともに、外国語の授業参観等を
行うなど小学校との連携を図り、系統的な指導に生かす。

② 「聞くこと」、「話すこと」、「読むこと」、「書くこと」の4技能による実際のコミュニケーションに
おいて活用できる技能を身につけさせる。
③ 国際化社会における英語の重要性と必然性を理解させるとともに、具体的な目標を立たせること
や外国人との交流会等を積極的に実施するなど、学習意欲を高める指導を行う。

４ 情報教育の充実
(1) 学校教育全体を通して情報教育の取組の充実を図る
① すべての学校で情報化推進リーダーが校務分掌に位置付けられている。校内教育情報化推進委員
会の機能化を図り、校内情報化推進計画の見直しなど、校務の情報化を一層推進する。

② 情報モラル教育については、情報教育の年間指導計画に位置付け、各学校の実態に合わせた情報
モラル指導カリキュラムを作成し、児童生徒の発達の段階に応じて、各教科、各領域等で系統的、
継続的に指導する。

(2) 指導内容や指導方法の取組の充実を図る
① ICT 機器を効果的に活用し、児童生徒の学習に対する興味・関心・理解を高め、「わかる授業」の
展開に向け、OJT 等を活用して効果的な指導方法の工夫・改善を図る。また、各教科等における情
報活用能力の明確化を図る。

(3) 情報モラル指導や情報安全管理の取組の充実を図る
① 有害情報やメールや掲示板、SNS 上での誹謗・中傷など、情報化の「影」の部分への対応や個人
情報の保護等について教職員自ら理解を深め、情報モラルに関する指導を行う。

② スマートフォンなどの情報端末を介した事件･事故を防止するため、ネット社会における危険性に
気付かせるとともに、不適切な情報に的確に対処できる判断力や危険を回避できる能力を育成する
ため、情報モラル指導カリキュラムの作成を促す。

③ 個人情報の取得、情報安全管理等について「情報セキュリティ」「個人情報保護方針」「校内にお
ける個人所有パソコンの利用」などの情報の安全管理に関する規程を策定し、個人情報を適正に取
り扱う。

④ 個人情報の保護を含む情報安全管理等について、保護者や地域に対して周知を図る。
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５ へき地教育の充実
(1) へき地の特性を生かした体験的な学習の充実を図る
① 地域教育資源を積極的に活用した体験的な学習の充実を図る。

(2) 少人数・複式学級における学習指導の改善・充実を図る
① 少人数、複式指導における授業研究を行うとともに、それらについての成果を全職員で共有する。
② ICT の活用を促進し、児童生徒が多くの学習情報に接する機会を増やすとともに、情報発信の機
会を設定することで、情報活用能力や発表力を育成する。

③ 県立総合教育センターのへき地教育に関する実践の事例集や、へき地教育講座、小規模・複式学
級担任講座等を活用し、指導方法の工夫・改善を図る。

(3) 合同学習、集合学習、交流学習等を積極的に展開する
① 合同学習、近隣校同士の集合学習、交流学習を実施し、集団での学習の充実を図る。

Ⅱ 豊かな心の育成
１ 道徳教育の充実

(1) 学校の教育活動全体を通じて道徳教育の実践を図る
① 校長の方針の下、道徳教育推進教師を中心とし、学習指導要領（平成29年3月告示）に基づいた学
校の道徳教育の目標および重点目標の見直しと評価を行う。

② 道徳教育推進教師を中心に全教師による指導体制を整え、学校や地域の実態に応じた有効で具体
性のある全体計画および年間指導計画、別葉を確実に作成し、それに基づいた実践を全教師が協力
して展開する。

③ 各教科、各領域等で、それぞれの特性に応じた道徳の内容を意図を持って指導するとともに、学
習が児童生徒のよりよい生き方にかかわっていることを実感させる等、共に学ぶ楽しさや自己の成
長に気付かせる指導を展開する。

(2) 「特別の教科 道徳」（道徳科）の充実を図る
① 各学年の「特別の教科 道徳」(道徳科)の「年間指導計画」及び「34・35週分の指導略案」を作成
し、確実に実施する。

② 年間指導計画、指導略案、資料等について、学校や学年の協働体制による定期的な検討及び評価
の場を設定する。

③ 教師の資質・力量を高めるため、道徳科の授業改善を目的とした校内研修等を実施する。
④ 児童生徒の学習状況と成長の様子を見取り、道徳科の評価に生かす。

(3) 家庭・地域社会との緊密な連携を図る
① 教師及び保護者の道徳教育に対する意識の高揚を図るため、道徳科の授業を保護者や地域に公開
する。

② 年間指導計画に基づき、道徳科の授業において、保護者や地域の方等をゲストティーチャーとし
ての活用を図る。

２ 生徒指導の充実
(1) 児童生徒個々への対応の充実を図る。
① 児童生徒と教師の共感的人間関係を築くとともに、児童生徒理解に努め学級経営の充実を図る。
② 自他を認め、思いやり、協働、自主性・自立性を含む自己指導能力の育成に努める。
③ 対話と活動を重視し、ぶれず、見捨てず、関わり続けることを念頭に、将来を見据えた粘り強い
段階的指導・支援を行う。

(2) 学校全体としての取組の充実を図る
①｢チームとしての学校｣の視点から生徒指導部会等、校内組織を基盤とした教職員の連携の充実に努
め、適切な初期対応を図る。

② 生徒指導の３つのポイント（児童生徒に自己存在感を与える、共感的人間関係を育てる、自己
決定の場や機会をあたえる）を生かした授業の充実に努める。

③ 児童会、生徒会活動や学校行事等を通して、児童生徒同士が自律を促す規範意識の醸成を図る。
④ 定期的かつ状況に応じたアンケート調査や教育相談の実施等、いじめの未然防止や早期発見、早
期解決に向けた取組の充実に努める(｢学校いじめ防止基本方針｣の実施及び評価と点検後の見直し）。

(3) 家庭・地域社会、関係機関・団体との連携の強化を図る
① 家庭や地域社会、関係機関・団体等とのお互いの顔の見える情報連携、行動連携（支援チームの
形成等）を充実させ不登校支援等、生徒指導上の諸問題への対応を図る。

(4) 家庭・地域社会、関係機関・団体との連携の強化を図る
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① 家庭や地域社会、関係機関・団体等とのお互いの顔の見える情報連携、行動連携（支援チームの
形成等）を充実させ、生徒指導上の諸問題への対応を図る。

＊「沖縄県いじめ対応マニュアル」より 沖縄県教育庁義務教育課 平成29年3月

３ キャリア教育の充実
(1) キャリア教育における「基礎的・汎用的能力」の４つの能力を統合的に捉えた資質・能力の育成
①知識 ・学ぶこと･働くことの意義の理解
及び ・問題を発見･解決したり，多様な人々と考えを伝え合って合意形成を図ったり，自己の考
技能 えを深めて表現したりするための方法に関する理解と、そのために必要な技能

・自分自身の個性や適性等に関する理解と，自らの思考や感情を律するために必要な技能
②思考力 ・問題を発見･解決したり，多様な人々と考えを伝え合って合意形成を図ったり，自己の考
・判断力 えを深めて表現したりすることができる力
・表現力 ・自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」をもとに，自分と社会との関
等 係を考え，主体的にキャリアを形成していくことができる力

③学びに向 ・キャリア形成の方向性と関連づけながら今後の成長のために学びに向かう力
かう力 ・問題を発見し，それを解決しようとする態度
人間性等 ・人間性・自らの役割を果たしつつ，多様な人々と協働しながら，よりよい人生や社会を

構築していこうとする態度
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(2) 教育活動全体を通じたキャリア教育の取組の充実
① 各学校は，特別活動の学習活動を中核としながら，総合的な学習の時間や学校行事，特別の教科
である道徳や各教科における学習等，個別指導としての進路相談等の機会を生かしつつ，各学校の
教育活動全体を通じてキャリア教育を推進する。
② 各学校は，児童生徒に身に付けさせたい「基礎的・汎用的能力」を構成する４つの能力（人間関
係形成・社会形成能力，自己理解・自己管理能力，課題対応能力，キャリアプランニング能力）の
視点を踏まえた，各教科等の年間学習指導計画を作成し実践する。
③ 各小中高等学校は，児童生徒一人一人が，自らの学習状況やキャリア形成を見通したり，振り返
ったりできるようなキャリパスポート（ポートフォリオ的機能を持つ教材・ワークシート等）を工
夫し、12 年間の学びの履歴をつなぐ。
④ 職場体験活動は，体験を重視した教育の改善・充実を図る取組の一環としての役割を担うもので
あり，日々の学習活動と社会とを関連付けた職場体験活動等を推進する。
※小学校においては，職場見学，中学校においては，５日程度の職場体験を実施する。

４ 特別活動の充実

(1) 特別活動で育成をめざす資質・能力

① 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し，行
動の仕方を身に付けるようにする。
② 集団や自己の生活，人間関係の課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成を図ったり，
意思決定したりすることができるようにする。
③ 自主的，実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして，集団や社会における生活及び人間
関係をよりよく形成するとともに，自己の生き方（人間としての生き方）についての考えを深め，自
己実現を図ろうとする態度を養う。

(2) 特別活動の各内容の指導の充実

① 学級活動…学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，
合意形成し，役割を分担して協力して実践したり，学級での話し合いを生かして自己の課題の解決及
び将来の生き方を描くために意思決定して実践したりすることに，自主的，実践的に取り組むことを
通して，資質・能力を育成することを目指す。
② 児童会・生徒会活動…異年齢の児童生徒同士で協力し，学校生活の充実と向上を図るための諸問題
の解決に向けて，計画を立て役割を分担し，協力して運営することに自主的，実践的に取り組むこと
を通して，資質・能力を育成することを目指す。
③ 学校行事…全校又は学年の児童生徒で協力し，よりよい学校生活を築くための体験的な活動を通し
て，集団への所属感や連帯感を深め，公共の精神を養いながら，資質・能力を育成することを目指す。
④ クラブ活動〔小学校〕…異年齢の児童同士で協力し，共通の興味・関心を追求する集団活動の計画
を立てて運営することに自主的，実践的に取り組むことを通して，個性の伸長を図りながら，資質・
能力の育成を目指す。

(3) 特別活動全体計画作成に当たっての配慮事項
① 学級活動における児童生徒の自発的，自治的な活動を中心として，各活動と学校行事とを関連付け
ながら，個々の児童生徒についての理解を深め，教師と児童生徒，児童生徒相互の信頼関係を育み，
学級経営の充実を図る。その際，いじめ未然防止等を含めた生徒指導との関連を図るようにする。
② 特別活動をキャリア教育の要として，これまでの活動を振り返るとともに，これからの学びや生き
方を見通しながら，児童生徒が個人の目標について意思決定し，その実現に向けて実践できるように
する。（キャリアパスポートの活用）
③ 〔小学校〕地域や学校，児童の実態等を踏まえ，学校としての基本的な指導構想を明確にし，それ
に即した創意ある計画を立てる。
〔中学校〕生徒や地域の実態を十分に把握するとともに，生徒の発達の段階や特性等を生かすよう

にし，教師の適切な指導の下に，生徒の自主的，実践的な活動が助長できるような全体計画を作成す
る。
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５ 特別支援教育の充実

(1) 特別支援教育を行うための体制の整備及び必要な取組
① 校長のリーダーシップの下、学校経営計画に特別支援教育についての基本的な考え方や基本方針を
示し、全教職員が協力し、組織的･計画的に推進する。

② 特別支援教育コーディネーターを中心に、校内委員会等の機能化を図り、特別支援学級はもとより、
通常学級に在籍する特別に支援を要する児童生徒の支援体制の充実を図る。

③ 児童生徒の発達の段階を的確に把握し、きめ細かな指導が行えるよう「個別の指導計画」を作成す
る。

④ 関係者による連携した教育的支援を行うため、「個別の教育支援計画」を作成する。

(2) 特別支援学級の教育課程の充実を図る
① 児童生徒の障害の状態、特性等や学級の実態に即した教育課程を編成し、本人及び保護者のニーズ
に応じた教育的支援が行えるように努める。

② 教育課程編成にあたっては、小・中学校学習指導要領を踏まえ、必要に応じて特別支援学校小学部･
中学部学習指導要領を参考にする。

③ 特別支援教育関連の研修事業などの充実を図り、児童生徒の自己肯定感を高める体験的学習・職場
体験の充実、保護者との連携を密にする

(3) 就学支援体制の充実を図る
① 校内就学支援委員会は、就学支援や教育相談等を継続的に行うとともに、市町村教育支援委員会等
と連携を取り合い、適切な対応に努める。

② 障害のある幼児児童生徒及び保護者を対象に特別支援教育を理解してもらうため、体験入学などを
恒常的に実施できるような体制づくりを図り、就学支援の充実に努める。

(4) インクルーシブ教育(学級での学習や生活に関する配慮)の充実を図る。
① ユニバーサルデザインに基づいた授業実践の充実を図る。
② 合理的配慮チェックリストを活用し、障害のある児童生徒の状態を適切に把握し、対応するよう努
める。

国頭教育フロンティアプランより（小学校42校、中学校22校）
下表数値は質問事項に対する R01年度の達成率、単位は％、（ ）内は H30年度の数値

質 問 の 内 容 小 中
特別な支援が必要な児童生徒（発達障がい等）の「個別の指導計画」 95.1(93.2) 90.5(86.4)
及び「個別の教育支援計画」を作成している。 （１）－⑧
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６ 平和教育の充実
(1) 学校の教育活動全体を通じて平和教育・人権教育の充実を図る
①各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動の目標や内容との関連を明確にしな
がら、各教科等の年間指導計画に位置づけるとともに、『慰霊の日』等に関する授業の充実を図るため
平和教育月間や人権教育月間を位置づけ、平和教育及び人権教育を推進する。

②平和教育や人権教育を推進するに当たっては、児童生徒の発達段階を踏まえて、判断力や社会的経験
を配慮する。

(２) 平和教育・人権教育の指導の工夫・改善を図る。
①校長を中心として、全教職員が平和教育及び人権教育の指導に関する研修の機会を持ち、共通理解
を図る。そのため、校内に推進組織を位置づけるなど全職員による指導体制の確立に努める。
②戦争体験者が高齢化し語り手が減少する中、学校では外部講師等に頼らない平和教育の指導力の向上
も必要である。そのため、経年研修や校内研修等において平和教育を位置づけ、研鑽を深める。

③生徒や教職員の人権意識を高めるため、「人権を考える日」（月１回）等の取り組みを充実させる。
７ 環境教育の充実
(1) 学校の教育活動全体を通した環境教育の実施を図る
① 総合的な学習の時間や生活科等で「環境」や「地域の自然」を取り上げ、環境問題について考えた
り、環境保全に関わる活動を行ったり、児童生徒が主体的に取り組めるような活動を実施する。
② 環境保全活動に関する内容を年間計画等に位置付け、日常的な取組を継続させる実践を推進する。

(2) 環境に関する指導内容や指導方法を工夫する
① 各教科等における環境や ESD、SDGs に係る内容との関連を図り、身近な素材や題材を扱う体験的
な問題解決学習を推進する。

(3) 家庭・地域社会との連携を図る
① 地域素材の教材化を図り、実生活や実社会との関わりを重視した環境教育の充実を図る。
※ジュニアエコプロジェクト「ライオン美action」環境教育実践校・・・令和２年度は伊平屋中学校、屋我地小学校

Ⅲ 健やかな体の育成
１ たくましい心と体を育む教育の推進
(１) 学校・家庭・地域社会と連携した学校保健の充実
① 児童生徒の健康課題を解決するために、学校保健委員会を年３回（計画立案、中間評価、まとめ）
開催し、組織的・計画的に取り組む。
② 喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育やがん教育及び、性（エイズ・性感染症等）教育の指導内容の充実
を図る。

◇学校保健委員会年３回開催(計画立案・中間評価・まとめ)を開催し、組織的に取り組む。

◇喫煙の実態（11月現在） 小（H３０年：４件→R１年：０件) 中（H３０年：６０件→R１年：２0件)
◇飲酒の実態（11月現在） 小（H３０年：４件→R１年：０件） 中（H３０年：４件→R１年： ５件)
(2)体育・スポーツ活動の指導の充実
① 基礎的な体力の向上及び教科体育･体育的行事等の工夫・改善に取り組む。
② 運動部活動の加入率の向上と活性化を図るとともに、生徒のバランスのとれた生活や成長のためにも
休養日や練習時間を適切に設定するなど、運動部活動の適正化を推進する。

③小中９年間を見通した年間指導計画の作成及び見直し、妥当性・信頼性のある評価計画を作成する。
◇運動部活動加入率(中学校）26年（74.2％）27年（73.8％）28年(74.0%)29年(74.4%) 30年（76.4％）

R(70.9％)※県 R１年平均加入率58．9%
２ 食育の推進
(1) 学校における食育推進体制の確立及び充実
① 栄養教諭等学校給食栄養管理者を中心に，学校の食に関する指導の全体計画及び発達段階に応じた
各学年毎の食に関する指導の年間指導計画等を作成する。

② 学級担任等と栄養教諭等学校給食栄養管理者とのTT授業等により，学校給食を生きた教材として活
用しつつ，給食の時間をはじめとする関連教科等における食に関する指導の充実を図る。

◇毎日朝食を食べる：小学校81.8％（全国83.2％） 中学校76.5％（全国79.8％） (H30調査）
小学校87.5％（全国86.7％） 中学校80.8％（全国82.3％） (R１調査）

(2) 学校給食の充実
① 栄養教諭等学校給食栄養管理者と学校との連携を通して、安全・安心でおいしい学校給食に地域
の地場産物の活用を促進したり、地域の行事食を提供する等、学校給食の充実を図る。
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(3) 家庭・地域・関係機関との連携
① 朝食摂取率の向上など幼児児童生徒の基本的な生活習慣に係る課題について、家庭地域と共通理
解を図り課題解決を図る。
②保護者、学校医等関係機関と連携し、食物アレルギー、健康課題等について共通理解を図り、課題解
決に努める。

３ 学校安全・防災教育の推進
(1) 学校安全の推進に関する計画の策定
① 学校保健安全法第３条第２項の規定に基づき、「危機管理マニュアル」や「生きる力をはぐくむ学校での安
全教育」(文部科学省発行学校安全資料)を参考に、学校安全の推進に関する計画を策定する。

② 学校独自の学校安全の推進に関する計画に基づき、学校における安全教育と安全管理(安全点検表
等による定期的・臨時的・日常的な安全点検の確実な実施)の徹底に努める。

③ 安全教育と安全管理を円滑に進めるために組織活動の充実を図り、学校安全体制の構築に努める。
④ 保護者及び地域・関係機関等と連携し、学校安全教育の充実に努める。

(2) 防犯教育の充実を図る
① 「危機管理マニュアル」を避難訓練や校内研修及び各教科等において効果的に活用し、防犯教育の
充実に努める。

② 不審者侵入に対する避難訓練や防犯教室の取組を通して、幼児児童生徒の危険回避能力の育成に努め
る。

③ 不審者等の情報に対しては、地域巡回や不審者情報を発信し、注意喚起に努める。
④ 通学路の安全点検を行い、危険箇所について地域安全マップの作成に努める。

(3) 防災教育の充実を図る
① 学校保健安全法第29 条に基づき、沖縄県教育委員会発刊の「危機管理マニュアル」等を参考に、
学校の実情等に応じた独自の「危機管理マニュアル」の作成に努める。
※ 防災教育におけるマネージメントサイクルでは、Ｉ－ＣＡＰＤが有効である。（Ｉ：イメージ）
Ｉ－ＣＡＰＤ（何が起こる？→何が問題？→話合い→対策→実行）サイクルによる実施計画を作成。

② 「危機管理マニュアル」を効果的に活用し、避難訓練や校内研修等を通して、防災教育の充実を図
るとともに、幼児児童生徒の危険回避能力の育成に努める。

③ 「危機管理マニュアル検討委員会」を設置し、必要に応じて見直し作成を行う。その際、PDCA マ
ネジメントサイクルを活用し改善に努める。(検討委員のメンバーに保護者や地域の関係者等を加え
ることが望ましい。)

(4) 交通安全教育の充実を図る
① 「危機管理マニュアル」を効果的に活用し、交通安全教室(自転車教室も含む)や校内研修等を通し
て、幼児児童生徒の危険回避能力の育成と教職員の資質向上を図るとともに、交通安全教育の充実
に努める。

② 幼児児童生徒による地域安全マップの作成を通して、危険回避能力の育成に努める。
③ 通学路の安全点検を行い、各市町村教育委員会や関係機関(所轄警察署・道路管理者)と連携し、危
険箇所の改善に努める。

(5) 河川・海浜等における事故防止の充実を図る
① 「危機管理マニュアル」を効果的に活用し、水難事故防止教室や校内研修等を通して、幼児児童生
徒の危険回避能力の育成と教職員の資質向上（ AED 操作等を含む心肺蘇生法などの応急手当）に努め
る。

② 河川・海浜等の危険箇所の点検を実施し、水難事故等の未然防止対策に努める。
◇地域安全マップの作製状況（小51.1％、中27.3％）

◇児童生徒向け防犯・避難訓練等の実施（小：86.7％、中：59.1％）
◇火災の避難訓練 （小：86.7％、中：72.7％）

Ⅳ 教職員の資質向上
１ 学年会・教科会の充実
(1) 組織的な取組の充実を図る
①学力向上マネジメントを機能させ全職員体制でＯＪＴを推進する。
②週時程に学年会や教科会を位置づけ、教材研究の時間を確保するとともに、授業づくりの方法等に
ついて全職員で共有する。

(2) めざす授業像を共有する
①めざす授業像を共有し、めざす子どもの姿が実現できる授業改善の取組を推進する。
②主体的、対話的で深い学びの実現をめざし、「授業における基本事項」を意識した授業改善の取組
を推進する。
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２ 授業研究会の充実
(1) 授業研究を中核とした校内研修の充実を図る
①全職員が指導案を作成した公開（研究）授業を年１回以上実施するとともに、めざす授業や子ども
の姿の実現を図れたか等、授業研究会の充実を図る。

②日常的に相互に授業を公開するなど、互見授業を推進し、授業改善を図る。
(2) 管理職による日々の授業観察とフィードバック
①校長・教頭による授業観察を１日１回以上実施し、適宜フィードバックを行うことにより授業改善
を推進する。

②週案等を活用するなど、個々の教師に対するフィードバックの方法を工夫する。
３ 校種間の連携
(1) 幼小中の効果的な連携の充実を図る
①めざす授業や子どもの姿の実現を図るため、学びの連続的・系統的な指導を意識し幼小中の連携を
推進する。

②幼小・小中合同の研修会の実施や相互の授業参観、乗り入れ授業等、連携した取組の充実を図る。
４ 各種研修会への参加・伝達
(1) 職務研修、課題研修、専門研修等を通して資質向上を図る。
①教育事務所、総合教育センター、市町村教育委員会等における研修に積極的に参加し、個々の指導
力の向上を図る。

②研修等で得た情報を校内研修等で確実に全職員に伝達する。
(2) 各種研究団体等における研修等を通して資質向上を図る。

①校外における各種研究団体（各教科等の研究会など）の研修等に積極的に参加し個々の指導力の向

上に努める。

②同僚性を構築し職員相互が学び合えるよう、研修等で得た情報は共有できるように努める。

５ 服務規律の確保

(1) 服務規律の徹底を図る。

①コンプライアンスリーダーを中心にコンプライアンス（法令遵守）に係る年間計画を作成し、校内

研修等で確認するなど、コンプライアンスの意識の醸成に努める。

②「コンプライアンス向上月間」を設定するなど、計画的・継続的な取組の充実に努める。

③教職員評価システムを活用した定期的な取組の充実に努める。

(2) 教職員の不祥事の未然防止を図る。

①児童生徒や保護者、地域住民等に対し、誠実で節度ある態度で接し、信頼関係の構築に努める。

②服務に係る通知文や「不祥事防止・自己点検シート」等を活用し、日常的な服務規律の確保に努め

る。

③『信頼される教職員を目指して－人権ガイドブック－』等を活用し、人権意識の高揚に努める。
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第３章 生涯学習・社会教育に係る取組事項

１ 生涯学習の充実
（１）おきなわ県民カレッジ事業の充実を図る
① おきなわ県民カレッジ広域学習サービス講座の企画並びに広報活動の充実を図る。
② 美ら島沖縄学講座（ライブ配信）の広報・周知活動を図る。

２ 青少年の健全育成
（１）学校・家庭・地域の連携を図る
①「地域連携担当教員」の資質向上に関わる研修の充実を図る。
②「おきなわ地域教育の日」の啓発・広報に努める。
③ 青少年教育施設の充実と利用促進を図る。

３ 社会教育の充実
（１)子どもの読書活動を推進する
① 子どもの読書活動推進計画の策定（各市町村教育委員会への啓発・協力）を推進する。
② 沖縄県子どもの読書活動推進フォーラムの啓発・広報活動を推進する。
③ ファミリー読書について、学校・家庭への情報発信を行い周知を図る。

（２）「家～なれ～運動」の充実を図る
①家庭教育支援者研修会の広報・周知活動を促進する。
②市町村の家庭教育支援チームの活動支援に努める。
③夢実現「親のまなびあい」プログラムを実施する。

（３）社会教育関係団体と連携を図る
① 北部地区社会教育主事協会の研修会を定期的に開催し、研修内容の充実を図る。
② 各社会教育団体との連携を図り、各団体の活動を支援する。
③ 社会教育施設（青少年の家・公民館・博物館・図書館等）を活用して、PTA・婦人会・青年会・少年団体等を
支援し、活動の充実に努める。

４ 子供の貧困対策の推進
（１) 学校教育による自己肯定感を育む支援と学力の保障に務める。
①児童生徒の自己肯定感を育むために、教師児童生徒との信頼関係や児童生徒相互の温かい人間関係
築き、支持的風土のある学級経営の充実を図る。そのために生徒指導の三つのポイントを生かした
授業、学びに向かう集団づくりを進める学級活動及び児童会・生徒会活動の取組を推進する。

②全ての児童生徒の学力を保障し、社会的な自立に向けた指導が行われるよう、質の高い授業実践と、
個々の児童生徒にきめ細かな指導を行う。

（２) 学校を窓口とした福祉関連機関との連携を図る。
①全ての子どもが集う場である学校をプラットホームとして、子どもたちが置かれている成育環境に
かかわらず教育を受けられるよう、学校における相談・指導体制の強化を図るとともに、教育・福
祉関係機関、民間団体との協働による支援体制の構築を推進する。

②子どものライフステージに応じて、支援を必要とする子供や子育て家庭につながり、適切な支援機
関へつなげるＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）、子Ｗ（子供ソーシャルワーカー）等の活用
を図る。

③支援が必要な家庭・児童生徒を早期の段階で生活支援や福祉制度につなげていくことができるよう、
教職員の気づきを高め、共有する支援体制の構築を図る。

（３) 経済的支援へのつなぎを充実する。
①援助を必要とする児童生徒に支援が行き届くよう、保護者等に対する就学援助制度の周知に務める。
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８　研修事業計画及び研修修了者一覧

（１）令和２年度    研修事業年間計画

日
1 水 ※令和２年度新規採用職員辞令交付式 金 月 幼稚園特別支援教育実践推進研修(国頭)

教頭昇任・採用・行政関係辞令交付式 健康教育・食育行政担当者連絡協議会①
初任者研修(幼こ小中養栄事 ①：開講式)

2 木 初任者研修指導教員等連絡協議会① 土 火 学校教育における指導の努力点担当者会議①
養護教諭初任研①「開講式」 健康教育・食育行政担当者連絡協議会②
新採・臨任等学校事務職員研修会① 教科用図書選定審議会②

3 金 県臨時的任用教員等研修会 日 水 教育事務所指導班長等会議②
第１回教育事務所長会議・総務班長会議 憲法記念日 地区発達障害研修会①

教育相談員等研修会②(センター)

4 土 月 みどりの日 木 教職３年目研修①, 学校栄養職員初任研②

5 日 火 金 初任者研修担当主事会①
学校栄養職員初任研③

こどもの日 第１回学力向上推進本部会議，第３回教育事務所長会議
第１回沖縄県児童生徒体力向上推進委員会
公立小中学校新任主任事務職員研修会
沖縄県公民館関係者研修会

6 月 教科用図書無償給与事務説明会 水 振替休日 土 地区夏季総合体育大会(１日目)
地区指導主事等研修会①

7 火 木 特別支援教育コーディネーター養成研修(国頭) 日 地区夏季総合体育大会(２日目)
第２回教育事務所長会議
第1回教育事務所長連絡会議

8 水 県授業改善推進教師研修会・担当指導主事会① 金 幼児教育連携体制推進事業協議会(午後) 月
市町村教育長等連絡協議会①，第２回教育事務所総務班長会議

公立小中学校新規採用事務職員研修会①
9 木 県学校運営アドバイザー連絡協議会① 土 火 沖縄県到達度調査作問全体会②

県研究指定校等連絡協議会 県立高等学校入学者選抜学力検査結果分析説明会(国頭)

地区別養護教諭研修会(国頭・那覇)
保育者育成協議会①(午後)
新任特別支援学級・通級担当教員研修会③国頭

10 金 地区小中新任教務主任研 日 水 小学校体育実技指導者講習会(水泳実技講習会)
小・中学校キャリア教育担当研修会

11 土 月 栄養教諭中堅研① 木 幼稚園・認定こども園初任者研修②
事務所支援訪問①(本部中) 校務の情報化講座①
共同学校事務室事務長補佐会① 初任者研修(小中④：道徳示範授業)

中堅研②(道徳代表授業)
12 日 小学校英語専科教員(FT)連絡協議会① 金 幼稚園・認定こども園初任者研修③

主幹教諭研修会　 校務の情報化講座②
地域インクルーシブ教育システム整備事業運営協議会① 小学校教科担当者(社会)研修会
教職員評価システム評価者研修会Ⅱ(新任教育長、新任校長で該当者) 事務所支援訪問③(松田小)
第１回校長会役員会と行政の連絡会(午前)
生涯学習情報提供システム入力説明会②

13 月 地区学力向上推進委員会企画委員会① 水 小中学校教育相談担当者研修会 土
幼稚園等法定研修連絡協議会(午後：公立) 市町村教育相談員等連絡協議会①
幼稚園・認定こども園初任者研修指導員連絡協議会①(午前) 体育・保健体育指導力向上研修会(西部ブロック)～１５日
教育事務所特別支援教育担当者会

14 火 中堅教諭等資質向上研修担当者連絡協議会① 木 教科用図書選定審議会調査員会② 日
生涯学習・社会教育行政連絡会① 初任者研修(小中②：概要)初任研校長連絡協議会①

初任研指導教員等連絡協議会②
読書活動推進担当者会議①
地区別学校給食指導者研修会(国頭)

15 水 県スクールカウンセラー等連絡協議会 金 沖縄県到達度調査作問全体会① 月 就学支援スキルアップ研修(国頭)
教育情報化推進講座(国頭)，第３金曜日「少年を守る日」
養護中堅研②学校栄養職員中堅研①
新採・臨任等学校事務職員研修会③
公立小中学校新任事務主査研修会
教職員評価システム評価者研修会Ⅱ(新任教頭・給食ｾﾝﾀー長)
中学校・高等学校　特別支援教育コーディネーター連携協議会

16 木 全国学力・学習状況調査 土 火 校務の情報化講座③

教育事務所生徒指導担当主事会① 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 小学校英語スキルアップ研修会①
学校安全担当指導主事等連絡協議会① 事務所支援訪問④(中川小)
学校栄養職員指導者連絡協議会①
地区ＰＴＡ定期総会
教育事務所指導班長等会議①
幼稚園等法定研修連絡協議会(午前：私・公私連携)
教育事務所等英語教育担当指導主事会①

17 金 ※全県指導主事等連絡協議会① 日 運動部活動指導者及び外部指導者研集会 水 教科書需要数報告事務説明会(本庁)
市町村学力向上推進担当者等連絡協議会①(午前) 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 小学校教科担当者研修会(体育)
学校栄養職員初任研①, 人事担当者会議① 第１回国頭地区中学校スキットコンテスト
学校栄養職員校長等連絡協議会①
不登校対策11市連絡協議会①
第３金曜日「少年を守る日」

18 土 月 教職５年経験者研修会 木 理科観察・実験指導に関する研究協議会(地区：小Ａ)

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 特別支援教育新任管理職研修会(本島) 教育相談員等研修会③(センター)
19 日 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 火 教職２年目研修会①(開講式等) 金 理科観察・実験指導に関する研究協議会(地区：小Ｂ)

第３金曜日「少年を守る日」
20 月 共同学校事務室事務長会① 水 中堅研①(開講式,服務等) 土

生徒指導関係事業連絡会② 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
地区夏季総体監督会

21 火 沖縄県小・中学校長会教育長表敬訪問① 木 地区学力向上推進委員会・総会 日
生徒指導関係事業連絡会①
地区スクールカウンセラー等連絡協議会・研修会① 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
新任特別支援学級・通級担当教員研修会①国頭

22 水 教科用図書選定審議会① 金 教科用図書選定審議会調査員会③ 月 共同学校事務室事務長会②
授業力アップ研究会(数学)地区① 中学校教科担当者(社会)研修会 共同学校事務室事務長補佐会②
小中学校生徒指導担当者研修会① 栄養教諭５年研①，公立小中学校事務長研修会 中学校教科担当者研修会(午前：技術、午後：家庭) 
地区中学校体育連盟評議委員会 臨時的任用等教員研修
生涯学習情報提供システム入力説明会① 沖縄県社会教育委員連絡協議会評議員会
教職員評価システム評価者研修会Ⅲ(新任管理職で該当者) 公立幼稚園・こども園長定期総会

23 木 おきなわ県民カレッジ生涯学習コーディネーター研修会 土 火
養護初任研②③「校長等連絡協議会」 慰霊の日
小･中研究主任研修会

24 金 地区小中校長研修会① 日 水 地区指導主事等研修会③一日目（県外）
教職員評価システム評価者研修会Ⅰ(校長) 地区ＰＴＡ小学校童話・お話大会指導者等研修会
養護初任研④, 中堅研校長連絡協議会
第１回小学校体育専科等連絡協議会
市町村学校給食担当者連絡協議会
新採・臨任等学校事務職員研修会②
栄養教諭初任研①栄養教諭校長連絡会議①

25 土 月 授業力アップ研究会(外国語)地区① 木 地区指導主事等研修会③二日目（県外）

26 日 火 事務所支援訪問②(ひるぎ学園) 金 おきなわ県民カレッジ美ら島沖縄学講座(ライブ配信①)

新任特別支援学級・通級担当教員研修会② 地区指導主事等研修会③三日目（県外）
27 月 パイオニアティーチャー研修会(地区) 水 地区指導主事等研修会② 土

読書活動推進委員会議①
教育相談員等研修会①(センター)

28 火 地区小・中教頭研修会① 木 沖縄県幼児教育担当者連絡協議会(午後) 日
教職員評価システム評価者研修会Ⅰ(教頭) 公立小中学校特別支援学級設置学校校長研修会
授業力アップ研究会(国語)国頭・中頭地区① 小学校教科担当者研修会(国・算)・中学校教科担当者研修会（国・数）

29 水 金  人事担当者会議② 月 司書教諭・学校司書等研修会
昭和の日 初任者研修(小中③：特別支援教育①)

沖縄県社会教育指導者研修会

30 木 教科用図書選定審議会調査員会① 土 火 地区中学校英語力アップ研修会①
特別支援教育市町村連絡協議会① 生徒指導関係事業連絡会③
市町村就学支援担当者等連絡会① 体力向上マネジメント指導者養成研修～３日
地区授業改善推進教師研修会①

日
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日
1 水 第１回道徳教育推進連絡協議会 土 沖縄県幼児教育合同研修会(午後) 火

第１回研究委託市町村道徳教育推進連絡協議会
地域連携担当教員等研修会

2 木 中堅研③(特活代表授業) 日 水 旧盆(ウークイ)
初任者研修(小中⑤：特別活動示範授業)

3 金 人事担当者会議③ 月 リフレッシュ・ウィーク(～8/7) 木 地区発達障害研修会②
第５３回九州地区公立学校等女性管理職研究協議会２０２０沖縄大会

中学校教科担当者研修会(体育) 全国算数・数学教育研究大会(茨城)～8/6
沖縄県幼稚園運動実技指導者講習会
地区ＰＴＡ中学校意見発表大会指導者等研修会
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島④)

4 土 火 第５回教育事務所長会議 金 第２回学力向上推進本部会議
第２回沖縄県児童生徒体力向上推進委員会
第６回教育事務所長会議

5 日 水 学校閉庁日(～8/7) 土
6 月 中学校教科担当者研修会(音楽、美術) 木 九州地区健康教育研究大会 日
7 火 沖縄県到達度調査作問全体会③ 金 九州地区健康教育研究大会 月 英語担当中高連携研修会(地区)

事務所支援訪問⑦(真喜屋小)
共同学校事務室事務長会③
共同学校事務室事務長補佐会③
諸手当認定権者等研修会

8 水 事務所支援訪問⑤(兼次小) 土 火 第１回学習指導要領の着実な実施に向けた連絡協議会
地区別学校保健教育研修会(国頭・中頭)

9 木 教育相談員等研修会④(センター) 日 水 教育事務所指導班長等会議③
事務所支援訪問⑥(東小中)

10 金 地区学校事務職員研修会① 月 山の日 木 第２回校長会役員会と行政との連絡会
学校事務職員キャリア別研修会(主幹・主査、主事)

11 土 火 初任者研修(本庁研修), 養護初任研⑨ 金 沖縄県社会教育主事専門講座
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島⑤) 道徳教育推進教師研修会
体つくり・体育指導改善講習会～１２日
読書活動推進担当者会議②
初任者研修指導教員等連絡協議会③
小・中・高・特別支援諸学校キャリア教育・生徒指導・高校入試等地区講座(国頭)

学校栄養職員初任研⑥
幼稚園・認定こども園２年目研修(園外研修)

12 日 ※教員候補者選考試験第１次試験 水 県生徒指導関係事業連絡協議会 土 ※教員候補者選考試験第３次試験(１日目)
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島⑤)
県栄養教諭・学校栄養職員等研修会
小中初任者研(センター), 教職３年目研修②
養護初任研⑩学校栄養職員初任研⑦

13 月 地区指導主事等研修会④ 木 科学の甲子園ジュニア地区予選 日 ※教員候補者選考試験第３次試験(２日目)
市町村教育長等連絡協議会② 特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島⑥)

県栄養教諭・学校栄養職員等研修会
幼稚園・認定こども園中堅研②
沖縄県小学校体育実技指導者講習会

14 火 第４回教育事務所長会議 金 特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島⑥) 月
幼稚園・認定こども園中堅研③
※教員候補者選考試験第２次試験(1日目)

15 水 生徒指導関係事業連絡会④ 土 ※教員候補者選考試験第２次試験(１日目) 火 新任特別支援学級・通級担当教員研修会④国頭
県特別支援教育総合推進事業運営に関する実務者会議① 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 事務所支援訪問⑨(国頭中)

16 木 沖縄県退職校長会教育長表敬訪問 日 ※教員候補者選考試験第２次試験(２日目) 水 県授業改善推進教師研修会②
沖縄県生涯学習関係職員研修会 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 生徒指導関係事業連絡会⑥

事務所支援訪問⑩(伊是名小)
17 金 沖縄県小・中学校長会教育長表敬② 月 特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島⑦) 木 事務所支援訪問⑪(伊是名中)

第３金曜日「少年を守る日」 教育相談員等研修会⑤
18 土 火 特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島⑦) 金 初任者研修担当主事会②

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 生徒指導関係事業連絡会⑤ 園長等運営管理協議会
養護中堅研⑦栄養教諭中堅研⑤
小学校生徒指導担当者②児童会担当者研修会午前 第３金曜日「少年を守る日」
中学校生徒指導担当者研修会②午後

19 日 ※教員候補者選考試験第１次試験(予備日) 水 ※管理職候補者選考試験第2次試験 土
第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島⑧) 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」

学校栄養職員中堅研⑥
養護中堅研⑧合同研(栄養教諭５年研②中堅研⑥)

20 月 養護５年研②栄養教諭初任研② 木 沖縄県学力向上推進フォーラム（沖縄科学技術大学院大学） 日
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島⑧)
養護中堅研⑨学校栄養職員中堅研⑦ 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」

21 火 ※管理職候補者選考試験第１次試験 金 ※教員候補者選考試験第２次試験(予備) 月
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島①) 第３金曜日「少年を守る日」 敬老の日
養護５年研③栄養教諭初任研③ 養護中堅研⑩
県総体総合開会式(県総合運動公園レクドーム) 人事担当者会議④
保育技術協議会１日目 特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島⑨)

22 水 養護５年研④栄養教諭初任研④ 土 ※教員候補者選考試験第２次試験(予備) 火
県総合体育大会～２６日
第２回小学校体育専科等連絡協議会 秋分の日
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島①)
保育技術協議会２日目

23 木 海の日 日 ※教員候補者選考試験第２次試験(予備) 水
24 金 ※管理職候補者選考試験第1次試験 月 幼児教育連携体制推進研修会①(午前：中頭、午後：国頭) 木 小学校英語専科教員(FT)連絡協議会②

スポーツの日 特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島⑨) 人事担当者会議⑤－１
情報教育指導者等養成講座 地区陸上競技大会監督会
教育委員会施策に関する地区協議会(国頭)

25 土 ※管理職候補者選考試験第1次試験(予備日) 火 ※管理職候補者選考試験第２次試験(予備日) 金 人事担当者会議⑤－２
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島⑩)

26 日 水 第８回科学の甲子園ジュニア沖縄県大会 土 ※教員候補者選考試験第３次試験(予備日)
読書活動推進委員会議②
教育・医療・福祉等早期支援地方協議会(国頭) 第４７回地区陸上競技大会
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島⑩)

27 月 沖縄県幼児教育合同研修会(午後) 木 教育事務所学力向上担当指導主事等連絡協議会①(終日) 日 ※教員候補者選考試験第３次試験(予備日)
沖縄県青少年フレンドシップin九州(～7/31) 学校栄養職員初任研修指導者連絡協議会②
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島②) 第７１回九州地区公民館研究大会熊本大会～２８日

28 火 幼稚園・認定こども園初任者研修➄センター 金 学校運営アドバイザー連絡協議会② 月
初任者研修(小中⑥)・人権教育指導者講習会 市町村学力向上推進担当者等連絡協議会②(午後)
学校栄養職員中堅研②「社会体験①」 第６８回日本ＰTA全国研究大会富山大会～２９日
栄養教諭中堅研②「社会体験①」 中学校英語力アップ研修会
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島②)
中堅研④⑤(教科指導,特別支援教育)
新採・臨任等学校事務職員研修会④
学校事務職員キャリア別研修会（主任）・地区学校事務職員ＩＣＴ研修会

29 水 幼稚園・認定こども園初任者研修⑥センター 土 火
初任者研修(小中⑦)
特別支援学級・通級指導教室担当者研修(国頭)
学校安全指導者養成講習会(本島地区)
学校栄養職員中堅研③「社会体験②」
学校体育実技武道指導者養成講習会～３１日
栄養教諭中堅研③「社会体験②」
養護初任研⑥養護中堅研④(社会体験①)
中堅研⑥⑦(生徒指導,防災,メンタルヘルス)
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島③)

30 木 中堅研⑧⑨(模擬授業,指導案検討会) 日 ※教員候補者選考試験第２次試験 水
養護初任研⑦養護中堅研⑤(社会体験②)
栄養教諭中堅研④「社会体験②」
学校栄養職員中堅研④「社会体験③」
夏季ダンス実技研修会,学校栄養職員初任研④
九州地区難聴・言語障害教育研究会
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島③)

31 金 初任者研修(小中⑧), 学校栄養職員初任研⑤ 月 旧盆(ウンケー)
養護初任研⑧養護中堅研⑥(社会体験③)
学校栄養職員中堅研⑤「社会体験④」
特別支援学校教諭二種免許法認定講習(本島④)
九州地区難聴・言語障害教育研究会
第39回沖縄県小中学校司書研究大会
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日
1 木 地区スクールカウンセラー等連絡協議会・研修会② 日 火

2 金 小学校英語スキルアップ研修会② 月 地区授業改善推進教師研修会② 水 ※県立高等特別支援学校願書取り下げ・再出願①
第７回教育事務所長会議・第３回総務班長会議

3 土 火 木 ※県立高等特別支援学校願書取り下げ・再出願②
文化の日 人事担当者会議⑨－１

4 日 水 地区ＰＴＡ童話お話審査委員会 金 おきなわ県民カレッジ美ら島沖縄学講座(ライブ配信⑤)

授業におけるICT活用講座(国頭) 中堅研担当者連絡協議会②
※特別支援学校幼稚部入学予定者発表
人事担当者会議⑨－２
教職５年経験者研修担当者連絡協議会

5 月 木 学校栄養職員初任研⑧ 土 ※県立中学校入学者選抜適正検査
※県立中学校入学願書受付①
授業力アップ研究会(外国語)②地区
2020年度沖縄県広域地震・津波避難訓練（午前10時）

6 火 食育指導者養成研修(つくば)～９日 金 幼稚園・認定こども園初任研・中堅研合同研①(中頭・国頭) 日
※県立中学校入学願書受付②
学校栄養職員合同研(初任研⑨中堅研⑧)
第８回教育事務所長会議

7 水 土 月

8 木 初任者研修(小中⑨)：代表授業 日 火 第３回校長会役員会と行政との連絡会

9 金 人事担当者会議⑥ 月 水 第２回道徳教育推進連絡協議会
新採・臨任等学校事務職員研修会⑤ 第２回研究委託市町村道徳教育推進連絡協議会

10 土 第６５回九州ブロックＰＴＡ全国研究大会熊本県大会～１１日 火 読書活動推進担当者会議③ 木 教職員研修事業調整会議④
学校教育における指導の努力点担当者会議② 中学校ICT教育講座

11 日 水 おきなわ県民カレッジ美ら島沖縄学講座(ライブ配信④) 金 初任者研修担当主事会③
教職員研修事業調整会議③ 第７１回沖縄県童話・お話・意見発表大会那覇大会
第２８回地区小中学校童話・お話・意見発表大会(名護市大会)

12 月 木 第６１回沖縄県小中学校長研究大会中頭大会１日目 土 ※実習助手、寄宿舎指導員等候補者選考試験(第2次)

初任者研修(小中⑩)代表授業
第６２回全国社会教育研究大会新潟大会～１３日

※特別支援学校幼稚部入学願書受付①

13 火 金 第６１回沖縄県小中学校長研究大会中頭大会２日目 日
合理的配慮に基づくICT教育推進研修
栄養教諭合同研(初任研⑤５年研③中堅研⑦)

※特別支援学校幼稚部入学願書受付②

14 水 おきなわ県民カレッジ美ら島沖縄学講座(ライブ配信②) 土 月

15 木 市町村教育長等連絡協議会③ 日 第26回地区総合文化祭・第52回地区中学校音楽発表会 火 生徒指導関係事業連絡会⑨
市町村教育長・学務担当者人事異動説明会 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
公立幼稚園・こども園長会研究大会(那覇大会)

16 金 地区小中校長研修会② 月 地区学校事務職員研修会② 水 第２回学習指導要領の着実な実施に向けた連絡協議会

校長定期人事異動説明会
第３金曜日「少年を守る日」

17 土 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 火 ※県立高等特別支援学校一般入学願書受付① 木 特別支援教育研修会
第3回沖縄県児童生徒体力向上推進委員会

18 日 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 水 ※県立高等特別支援学校一般入学願書受付② 金 臨時教育事務所長会議
地区中体連評議委員会・新人総体監督会 第３金曜日「少年を守る日」
生徒指導関係事業連絡会⑧

19 月 地区小・中教頭研修会② 木 県公立小中学校教頭研究大会(那覇大会)１日目 土 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
第６２回沖縄県社会教育研究大会～２０日 沖縄県兵庫県青少年交流事業(～12/22)
第５０回九州ブロック社会教育研究大会沖縄大会～２０日

ALT指導力向上研修会①
20 火 金 第３金曜日「少年を守る日」 日 御万人すりてクリーン･グリーン･グレイシャス運動

特別支援教育市町村連絡協議会② 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
県公立小中学校教頭研究大会(那覇大会)２日目
中学校英語力アップ研修会②
ALT指導力向上研修会②

21 水 人事担当者会議⑦ 土 地区新人総体～１２月６日 月
生徒指導関係事業連絡会⑦ 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」

22 木 人事担当者会(へき地研修：島尻地区)① 日 火
地区ＰＴＡ童話大会申込み〆切
授業力アップ研究会(数学)②地区

23 金 人事担当者会(へき地研修：島尻地区)② 月 勤労感謝の日 水 地区指導主事等研修会⑥
第５０回沖縄県公民館研究大会（南部大会）
公立小中学校新規採用事務職員研修会②
地区小中教務主任研

24 土 火 健康教育指導者養成研修～２７日 木 沖縄県就学支援委員会(諮問)

25 日 水 教育事務所指導班長等会議④ 金
県立高等特別支援学校志願変更申し出①

26 月 地区指導主事等研修会⑤ 木 県立高等特別支援学校志願変更申し出② 土
授業力アップ研究会(国語)②地区
読書活動推進委員会議③
※特別支援学校幼稚部発達検査等①

27 火 理科観察・実験指導に関する研究協議会(地区：中Ａ) 金 小学校ICT教育講座 日
特別支援教育管理職悉皆研修(国頭) ※特別支援学校幼稚部発達検査等②

地区幼稚園等教育課程研究協議会

人事担当者会議⑧

第９回教育事務所長会議

28 水 理科観察・実験指導に関する研究協議会(地区：中Ｂ) 土 月
おきなわ県民カレッジ美ら島沖縄学講座(ライブ配信③)

防犯教室講習会(国頭・中頭)
沖縄県へき地教育研究大会（八重山大会）～３０日
特別支援学校教育課程説明会(本島) 日 火 年末年始休(～1月3日)

30 金 県養護教諭研修会 月 水

31 土 ※実習助手、寄宿舎指導員等候補者選考試験(第1次) 木
第４５回男子・第３８回女子地区駅伝競走大会

29 木
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日

1 金 元日 月 月 ※県立高校卒業式

2 土 火 ※県立高等特別支援学校第２次募集入学確約書提出期限 火
地区学力向上推進委員会実践報告会

3 日 年末年始休(～1月3日) 水 ※県立高校一般入学・特募願書受付 水 ※県立高校入学者選抜学力検査１日目(国･理･英)
※県立特別支援学校高等部一般入学願書受付 ※県立特別支援学校高等部入学者選抜検査

4 月 仕事始め 木 ※県立高校一般入学・特募願書受付(１６時まで) 木 ※県立高校入学者選抜学力検査２日目(社･数)
沖縄県就学支援委員会(～８日) ※初回志願状況電話報告(１７時まで) ※県立特別支援学校高等部入学者選抜検査

※県立特別支援学校高等部一般入学願書受付(１６時まで)

5 火 第１０回教育事務所長会議 金 幼稚園・認定こども園初任者修指導員連絡協議会② 金 第１３回教育事務所長会議
第１２回教育事務所長会議
第２０回沖縄県健康教育研究大会

6 水 土 土

7 木 地区学力向上推進委員会企画委員会② 日 日

8 金 地域インクルーシブ教育システム整備事業運営協議会② 月 市町村教育長等連絡協議会④ 月 地区学力推進委員会企画委員会③
人事担当者会議⑩ 第４回教育事務所総務班長会議

9 土 火 県学校運営アドバイザー連絡協議会③ 火 ※一般合格者数電話報告(１７時まで)
教職２年目研修会③幼こ小中(課題研究報告会,閉講式等)

※県立高校志願変更申し出
10 日 水 生徒指導関係事業連絡会⑪ 水 ※県立高校一般合格発表

県授業改善推進教師研修会③ ※県立特別支援学校高等部一般合格発表

県特別支援教育総合推進事業運営協議会議
※県立高校志願変更申し出(１７時まで)

11 月 成人の日 木 建国記念の日 木 ※県立高校２次募集願書受付
※県立特別支援学校高等部２次募集願書受付

12 火 教育事務所等幼児教育担当者主事会(午後) 金 中堅研⑩幼こ小中(特定課題研究報告会,閉講式等) 金 教育事務所指導班長等会議⑤
※県立高校連携型・併設型、推薦入学願書受付(１日目) 栄養教諭初任研修報告会⑤校長等連絡協議会② 第３回小学校体育専科等連絡協議会③

人事担当者会議⑫ ※県立高校２次募集願書受付(１６時まで)
※県立特別支援学校高等部２次募集願書受付(１６時まで)

※2次募集初回志願状況発表

人事担当者会議⑬

13 水 教育事務所等学力向上担当指導主事等連絡協議会➁(終日) 土 土
生涯学習・社会教育行政連絡会②
※県立高校連携型・併設型、推薦入学願書受付(２日目)
※県立高等特別支援学校入学者選抜学力検査等①

14 木 教育事務所生徒指導担当主事会② 日 日
学校安全担当指導主事等連絡会議②
第３回学力向上推進本部会議
※県立高校連携型・併設型、推薦入学志願状況電話報告(正午まで)

※県立高等特別支援学校入学者選抜学力検査等②
教育事務所等英語教育担当指導主事会②

15 金 ※全県指導主事等連絡協議会② 月 小学校英語専科教員(FT)連絡協議会③ 月 初任研校長等連絡協議会③
第１１回教育事務所長会議 学校栄養職員初任研⑩校長等連絡協議会② ※県立高校２次募集志願変更再出願(１６時まで)
市町村学力向上推進担当者等連絡協議会③(午前) ※２次募集最終志願状況発表
不登校対策11市連絡協議会②
第３金曜日「少年を守る日」

16 土 ※大学入学共通テスト① 火 養護初任研⑪「研修報告」 火
第３土曜日「おきなわ地域教育の日」

17 日 ※大学入学共通テスト② 水 沖縄県学力到達度調査(小) 水 ※２次募集書類交換
第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 ※県立高校願書取り下げ・再出願
第６２回沖縄県ＰＴＡ研究大会島尻大会

18 月 木 沖縄県学力到達度調査(中) 木
栄養教諭中堅研⑧「課題研究報告」
※県立高校願書取り下げ・再出願(１６時まで)
※最終志願状況電話報告(１７時まで)
※最終志願状況発表

19 火 幼児教育連携体制推進研修会②(午前：中頭、午後：国頭) 金 沖縄県学力到達度調査(中) 金 地区指導主事等研修会⑦
第３金曜日「少年を守る日」

第３金曜日「少年を守る日」 沖縄県社会教育委員連絡協議会評議員会
20 水 ※県立高等特別支援学校一般合格発表 土 土 春分の日

県特別支援教育総合推進事業運営に関する実務者会議② 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」
21 木 ※県立高校連携型・併設型、推薦入学内定状況電話報告(正午まで) 日 日

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」
22 金 沖縄県就学支援委員会(答申) 月 共同学校事務室事務長会④ 月

※県立高校連携型・併設型、推薦入学結果通知期限 共同学校事務室事務長補佐会④
※県立高等特別支援学校入学確約書提出期限
地区小中校長研修会③, 人事担当者会議⑪
臨時教育事務所総務班長会議

23 土 火 天皇誕生日 火 ※県立高校２次募集合格発表
※県立特別支援学校高等部２次募集合格発表

24 日 水 水

25 月 地区小・中教頭研修会③ 木 初任者研修⑫閉講式(幼・こ･小･中) 木
※県立高等特別支援学校第２次募集願書受付① 初任研校長連絡協議会②

初任研指導教員等連絡会議④
26 火 保育者育成協議会②(午後) 金 金

※県立高等特別支援学校第２次募集願書受付②
27 水 ※県立高等特別支援学校第２次募集面接等 土 土

地区授業改善推進教師研修会③
28 木 学校体育実技武道認定講習会～２９日 日 日

生徒指導関係事業連絡会⑩
小･中生徒指導担当者研修会③

29 金 市町村教育委員会教育長・教育委員研修会 月
※県立高校連携型・併設型、推薦入学確約書提出期限
※県立高等特別支援学校第２次募集合格発表
初任者研修(小中⑪：へき地教育)

30 土 第２７回地区ＰＴＡ研究大会(今帰仁・本部・伊江大会) 火

31 日 水 ※退職者辞令交付式

国頭教育事務所　№４

１　　　月 ２　　　月 ３　　　月
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９　管内公立幼稚園・公立認定こども園一覧
［公立幼稚園］ (28園の内、6園は休園）

設　置　者 園数 幼稚園名 所　　　在　　　地 郵便番号  電 話 番 号園   長   名 教員数 園児数 学級数

東 東村字川田837 905-1203 0980-43-2487 知念　博文 1 12 1

有 銘 東村字有銘１ 905-1206 0980-43-2061 平良　智 1 3 1

今帰仁村 (1) 今 帰 仁 今帰仁村字越地207 905-0421 0980-56-3642 休　園

上 本 部 本部町字北里1289 905-0209 0980-48-4755 小渡　克彦 2 35 2

本 部 本部町字渡久地232 905-0214 0980-47-3165 具志　順子 3 93 3

伊 豆 味 本部町字伊豆味13 905-0221 0980-47-5921 吉田アヤ子 1 2 1

瀬 底 本部町字瀬底693 905-0227 0980-47-5918 島袋　ゆかり 1 9 1

屋 我 地 名護市字饒平名159 905-1632 0980-52-8308 休　園

真 喜 屋 名護市字真喜屋571 905-1143 0980-58-1252 休　園

羽 地 名護市字田井等601-2 905-1147 0980-58-1213 玉城　武利 1 14 1

稲 田 名護市字我部祖河440-1 905-1155 0980-52-0928 休　園

安 和 名護市字安和174 905-0001 0980-53-8929 座間味　玲子 1 9 1

屋 部 名護市字屋部47 905-0007 0980-52-0930 山城　祐市 3 45 2

大 宮 名護市字宮里5-13-7 905-0011 0980-52-3356 豊里　寿 3 47 3

名 護 名護市大西2-2-22 905-0018 0980-52-5087 大城　勝 3 40 2

東 江 名護市字東江1-7-21 905-0021 0980-52-3694 休　園

瀬 喜 田 名護市字幸喜4-1 905-0025 0980-52-1042 下里　哲弘 1 5 1

久 志 名護市字汀間122 905-2265 0980-55-8323 伊波　和子 1 13 1

久 辺 名護市字豊原208 905-2172 0980-55-2147 休　園

大 北 名護市大北4-19-32 905-0019 0980-52-6240 仲宗根　勝也 3 34 2

松 田 宜野座村字松田602 904-1301 098-968-4340 崎山　嗣一郎 1 21 1

宜 野 座 宜野座村字宜野座1190 904-1302 098-968-4356 崎山　和史 2 44 2

漢 那 宜野座村字漢那1987-5 904-1304 098-968-4357 岸本　五穂子 1 11 1

金武町 1 中 川 金武町字金武10154 904-1201 098-968-6088 山川　幸宏 1 7 1

伊 江 伊江村字東江前364 905-0502 0980-49-2832 小波津　京子 3 32 2

西 伊江村字川平600 905-0503 0980-49-2854 宮城　康人 3 52 2

伊平屋村 1 伊 平 屋 伊平屋村字我喜屋2132-2 905-0703 0980-46-2561 金城　正武 1 14 1

伊是名村 1 伊 是 名 伊是名村字仲田1162-2 905-0603 0980-45-2101 島川　直樹 2 34 2

［公立認定こども園］
設　置　者 園数 こども園名 所　　　在　　　地 郵便番号  電 話 番 号園   長   名 教員数 園児数 学級数

国頭村 1 くにがみこども園 国頭村字辺土名1350 905-1411 0980-41-3021 宮城 祐司 37 165 11

大宜味村 1 大宜味こども園 大宜味村字塩屋1306-87 905-1311 0980-44-2500 宮城　政信 23 88 6

今帰仁村 1 こども園みらい 今帰仁村字越地180 905-0421 0980-56-1181 大城　禎美 27 145 11

金武こども園 金武町字金武491-1 904-1201 098-968-5385 伊芸　智奈津 12 104 6

嘉芸こども園 金武町字屋嘉1470-2 904-1203 098-965-2182 仲間　陽子 10 115 6

(   )は休園数 　

金武町 2

名護市
8

(5)

宜野座村 3

伊江村 2

本部町 4

5/18現在

東村 2
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１0　管内学校一覧
＜小学校＞
設 置 者 学 校 名 へき地級 所　　　在　　　地 郵便番号 電 話 番 号 FAX番号 学 校 長 名 教職員数 児童数 学級数

北 国 3 国頭村字宜名真535 905-1422 0980-41-8966 0980-41-8967 休 校 (H31 ～ )

奥 3 国頭村字奥313 905-1501 0980-41-8110 0980-41-8022 渡 口 美 智 代 7 8 3

佐 手 1 国頭村字佐手293 905-1425 0980-41-2943 0980-41-2953 休 校 (H31 ～ )

安 田 3 国頭村字安田279 905-1503 0980-41-7557 0980-41-7030 田 中 浩 美 7 9 4

安 波 3 国頭村字安波601 905-1504 0980-41-7556 0980-41-7558 大 城 武 5 4 1

辺 土 名 準 国頭村字辺土名181 905-1411 0980-41-2110 0980-41-2761 宮 城 尚 志 15 125 8

奥 間 準 国頭村字奥間1 905-1412 0980-41-2311 0980-41-2328 具 志 堅 勝 司 14 92 8

大宜味村 大 宜 味 準 大宜味村字塩屋1306番6 905-1311 0980-44-1306 0980-44-1010 新 垣 郁 代 14 153 8

高 江 3 東村字高江83-8 905-1201 0980-43-2683 0980-43-2523 宮 城 達 也 5 6 2

(併)　東　 準 東村字川田837 905-1203 0980-43-2117 0980-43-2163 知 念 博 文 11 60 8

有 銘 1 東村字有銘1 905-1206 0980-43-2061 0980-43-2247 平 良 智 7 18 3

兼 次 今帰仁村字今泊3933 905-0428 0980-56-2548 0980-56-2496 島 袋 剛 15 139 9

今 帰 仁 今帰仁村字越地207 905-0421 0980-56-2407 0980-56-2462 屋 良 篤 22 265 14

天 底 今帰仁村字天底420 905-0411 0980-56-2405 0980-56-2242 濱 川 栄 優 14 168 8

本 部 本部町字東605 905-0211 0980-47-2202 0980-47-6415 上 間 忠 彦 32 516 21

(併 )伊豆味 本部町字伊豆味13 905-0221 0980-47-2207 0980-47-6418 吉 田 ア ヤ 子 8 44 5

崎 本 部 本部町字崎本部127 905-0225 0980-47-2201 0980-47-4473 閉 校 (R ２ )

瀬 底 本部町字瀬底693 905-0227 0980-47-2208 0980-47-6419 島 袋 ゆ か り 12 62 7

( 併 ) 水 納 5 本部町字瀬底6260 905-0227 0980-47-4848 0980-47-6480 休 校 (R2 ～ )

上 本 部 本部町字北里1317 905-0209 0980-48-2212 0980-48-3047 小 渡 克 彦 16 206 9

屋 我 地 名護市字饒平名159 905-1632 0980-52-8162 0980-52-8488 渡 具 知 久 浩 14 118 9

真 喜 屋 名護市字真喜屋571 905-1143 0980-58-1251 0980-58-1272 新 城 高 樹 13 78 8

羽 地 名護市字田井等601-2 905-1147 0980-58-1212 0980-58-1217 玉 城 武 利 25 361 18

稲 田 名護市字我部祖河440-1 905-1155 0980-52-2676 0980-52-2662 又 吉 元 晃 13 92 8

安 和 名護市字安和174 905-0001 0980-53-8649 0980-53-8472 座 間 味 玲 子 12 71 7

屋 部 名護市字屋部47 905-0007 0980-52-2647 0980-52-2977 山 城 祐 市 42 677 29

（中山分校） 名護市字中山208-1 905-0004 0980-52-2441 0980-52-2929 （山城 祐市） 3 3 2

大 宮 名護市字宮里5-13-22 905-0011 0980-52-3355 0980-52-2270 豊 里 寿 46 821 33

名 護 名護市字大西2-2-22 905-0018 0980-52-2044 0980-52-1180 大 城 勝 49 831 34

東 江 名護市字東江1-7-2 905-0021 0980-52-2860 0980-52-2078 黛 智 久 28 432 19

瀬 喜 田 名護市字幸喜4-1 905-0025 0980-52-2846 0980-52-2856 下 里 哲 弘 14 64 8

久 志 名護市字瀬嵩296 905-2266 0980-55-8105 0980-55-8687 伊 波 和 子 14 113 9

久 辺 名護市字豊原208 905-2172 0980-55-2101 0980-55-2187 上 間 亨 14 143 8

大 北 名護市大北4-19-37 905-0019 0980-53-1648 0980-54-3224 仲 宗 根 勝 也 32 569 23

松 田 宜野座村字松田601 904-1301 098-968-8506 098-968-2544 崎 山 嗣 一 郎 21 132 9

宜 野 座 宜野座村字宜野座1190 904-1302 098-968-8550 098-968-2542 崎 山 和 史 23 234 14

漢 那 宜野座村字漢那1987-5 904-1304 098-968-2511 098-968-2613 岸 本 五 穂 子 13 125 8

中 川 金武町字金武10154 904-1201 098-968-2103 098-968-4621 山 川 幸 宏 13 75 9

金 武 金武町字金武549 904-1201 098-968-2408 098-968-4605 安 慶 田 正 人 36 526 23

嘉 芸 金武町字屋嘉1470 904-1203 098-964-2004 098-964-6940 島 袋 洋 18 202 11

伊 江 3 伊江村字東江前364 905-0595 0980-49-2009 0980-49-2367 小 波 津 京 子 14 113 8

西 3 伊江村字川平600 905-0596 0980-49-2012 0980-49-2050 宮 城 康 人 13 139 8

伊 平 屋 村 伊 平 屋 4 伊平屋村字我喜屋2132 905-0703 0980-46-2009 0980-46-2665 金 城 正 武 14 77 8

伊 平 屋 村 ( 併 ) 野 甫 5 伊平屋村字野甫401 905-0705 0980-46-2115 0980-46-2600 鎌 田 登 志 男 6 8 4

伊 是 名 村 伊 是 名 4 伊是名村字仲田1163 905-0603 0980-45-2009 0980-45-7358 島 川 直 樹 14 90 8

合 計 708 7969 443

本 部 町

宜 野 座 村

国 頭 村

東 村

今 帰 仁 村

名 護 市

金 武 町

伊 江 村
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＜中学校＞
設 置 者 学 校 名 へき地級 所　　　在　　　地 郵便番号 電 話 番 号 FAX番号 学 校 長 名 教職員数 生徒数 学級数

国 頭 村 国 頭 準 国頭村字辺土名1463 905-1411 0980-41-2205 0980-41-3071 新 垣 博 文 19 141 8

大 宜 味 村 大 宜 味 準 大宜味村字塩屋1306番6 905-1311 0980-44-2840 0980-44-2897 具 志 堅 仁 一 14 66 3

東 村 (併)　東　 準 東村字川田837 905-1203 0980-43-2117 0980-43-2163 知 念 博 文 9 41 3

今 帰 仁 村 今 帰 仁 今帰仁村字仲宗根47 905-0401 0980-51-5666 0980-51-5668 大 城 正 章 26 300 11

上 本 部 本部町字北里1317 905-0209 0980-48-2212 0980-48-3047 小 渡 克 彦 13 77 5

本 部 本部町字渡久地231-1 905-0214 0980-47-2203 0980-47-6416 渡 久 地 政 孝 26 257 12

(併 )伊豆味 本部町字伊豆味13 905-0221 0980-47-2207 0980-47-6418 吉 田 ア ヤ 子 12 17 5

( 併 ) 水 納 5 本部町字瀬底6260 905-0227 0980-47-4848 0980-47-6480 休 校 （ R ２ ）

屋 我 地 名護市字饒平名159 905-1632 0980-52-8162 0980-52-8488 渡 具 知 久 浩 13 44 5

羽 地 名護市字仲尾次770 905-1144 0980-58-1234 0980-58-1247 宮 里 淳 25 259 11

屋 部 名護市字屋部546 905-0007 0980-52-2644 0980-52-2674 宮 里 嘉 昌 24 272 11

名 護 名護市字大西2-2-33 905-0018 0980-52-2641 0980-52-3695 根 路 銘 国 斗 51 696 27

久 志 名護市字汀間122 905-2265 0980-55-8113 0980-55-8779 伊 波 和 子 16 62 7

久 辺 名護市字豊原208 905-2172 0980-55-2242 0980-55-2241 金 城 健 一 14 69 5

東 江 名護市字大東2-1-1 905-0016 0980-52-1225 0980-52-1226 島 袋 賢 雄 28 276 13

大 宮 名護市字宮里7-2-66 905-0011 0980-52-7412 0980-52-7411 喜 友 名 悟 31 376 16

宜 野 座 村 宜 野 座 宜野座村字惣慶1505 904-1303 098-968-8510 098-968-2634 伊 波 寿 光 19 231 10

金 武 町 金 武 金武町字金武3504 904-1201 098-968-2106 098-968-4607 平 田 修 31 377 18

伊 江 村 伊 江 3 伊江村字西江前1 905-0594 0980-49-2011 0980-49-5821 玉 城 学 15 118 7

伊 平 屋 4 伊平屋村字我喜屋241 905-0703 0980-46-2006 0980-46-2211 比 嘉 克 章 13 41 5

( 併 ) 野 甫 5 伊平屋村字野甫401 905-0705 0980-46-2115 0980-46-2600 鎌 田 登 志 男 7 10 2

伊 是 名 村 伊 是 名 4 伊是名村字仲田1344 905-0603 0980-45-2008 0980-45-2962 金 城 寛 哉 13 37 5

伊 平 屋 村

名 護 市

本部町
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11 関係団体等
(1)国頭地区学力向上推進委員会（平成２９～令和元年度）※令和2年度は活動休止中

地区学力向上推進体制

国頭地区学力向上推進委員会

（国頭教育事務所）

事 務 局 企 画 委 員 会 関 係 機 関

専 門 部 会

社会力育成部会 学習支援部会 学力向上マネジメント部会

学習意欲を高め、授業改善 目指す授業像の共有・多様な教 学力向上の目標を共有し、
を下支えする取組を推進す 材研究の共有等により授業改善 共通実践することで授業改
る。 の取組の推進力を高める。 善を促進する。

国頭地区学力向上推進連絡協議会・実践報告会

＜参加＞ ＜参加＞

地域学力向上推進委員会
（市町村教育委員会）

企画・運営委員会

社会教育関係団体 幼稚園・小学校・中学校

国頭地区 PTA連合会 学 校内学力向上推進委員会
地域公民館等 社 学 力 ・学校課題の明確化

・や～なれ～運動の促進 会 習 向 ・目指す授業像の共有
・生活リズムの確立 力 支 上 ・教材研究の充実
・家庭学習の習慣化 育 援 マ ・集団づくり、自主性を高
・読書活動の推進 成 部 ネ める取組

部 会 ジ ・学力向上マネジメント
会 メ

ン
ト
部
会

地域学力向上実践報告会

＜参加＞
＜連携＞ ＜連携＞

県 立 学 校

指
導
助
言

指

導

助
言
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（２）学校教育関係団体一覧

団 体 名 会 長 名 勤 務 校 電 話

１ 地区幼稚園会 山 川 幸 宏 中 川 小 学 校 968-2103

２ 小学校校長会 新 城 高 樹 真 喜 屋 小 学 校 58-1251

３ 中学校校長会 平 田 修 金 武 中 学 校 968-2106

４ 小中学校国頭支部教頭会 屋 冝 健 大 宜 味 小 学 校 44-1306

５ 養護教諭研究会 金 城 知 子 屋 我 地 中 学 校 52-8108

６ 事務職員協会国頭支部 與 那 覇 優 屋 部 小 学 校 52-2647

７ 中学校進路指導・キャリア教育研究会 根 路 銘 国 斗 名 護 中 学 校 52-2641

８ 健康教育研究会 比 嘉 克 章 伊 平 屋 中 学 校 46-2006

９ 栄養士会北部支部 仲 井 間 誠 子 名護学校給食センター 52-1735

１０ 中学校体育連盟 新 垣 博 文 国 頭 中 学 校 41-2205

１１ 中学校文化連盟 具 志 堅 仁 一 大 宜 味 中 学 校 44-2840

１２ 北部地区吹奏楽連盟 平 田 修 金 武 中 学 校 968-2106

１３ 北部学校図書館協議会 小 波 津 京 子 伊 江 小 学 校 49-2009

１４ へき地教育研究連盟北部支部 島 川 直 樹 伊 是 名 小 学 校 45-2009

１５ 特別支援教育研究会 黛 智 久 東 江 小 学 校 52-2860

１６ 地区難聴言語障害研究会 崎 山 和 史 宜 野 座 小 学 校 968-8550

１７ 小・中学校ＰＴＡ連合会 島 袋 誠 Ｐ Ｔ Ａ 事 務 局 54-0388

１８ 小学校国語教育研究会 小 波 津 京 子 伊 江 小 学 校 49-2009

１９ 中学校国語教育研究会 玉 城 史 江 国 頭 中 学 校 41-2205

２０ 小学校社会科研究会 大 城 勝 名 護 小 学 校 52-2044

２１ 中学校社会科教育研究会 具 志 堅 仁 一 大 宜 味 中 学 校 44-2840

２２ 算数教育研究会 鎌 田 登 志 男 野 甫 小 学 校 46-2115

２３ 数学教育研究会 伊 波 寿 光 宜 野 座 中 学 校 968-8510

２４ 理科教育研究会 具 志 堅 勝 司 奥 間 小 学 校 41-2311

２５ 小学校音楽教育研究会 渡 口 美 智 代 奥 小 学 校 41-8110

２６ 中学校音楽教育研究会 吉 田 ア ヤ 子 伊 豆 味 小 中 学 校 47-2207

２７ 小学校体育研究会 島 川 直 樹 伊 是 名 小 学 校 45-2009

２８ 中学校体育研究会 大 城 正 章 今 帰 仁 中 学 校 51-5666

２９ 技術・家庭科研究会 宜 次 富 勇 久 辺 中 学 校 55-2242

３０ 中学校英語研究会 阿 波 根 明 美 宜 野 座 中 学 校 968-8510

３１ 小学校特別活動研究会 松 田 し ず か 羽 地 小 学 校 58-1212

３２ 学力向上推進委員会 神山英輝（予定） 国頭教育事務所（事務局） 52-2664
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